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       ホームページ  

   http://www.geocities.co.jp/HeartLand-Icho/3732/ 

  
                      
                       
                    

                                     

 

    
ときわ台の景観を守る会 

    ときわ台まちづくり委員会 

  代 表  鈴木博之 近藤洋子 

事務局  島田晴子 tel・fax  3960‐3869 

ざ 

振
込
用
紙
で
の
協
力
金
お
願
い
の

開
始
か
ら
二
週
間
あ
ま
り
で
の
結
果

は
左
記
の
通
り
。
素
晴
ら
し
い
！ 

こ
の
数
は
、
時
間
切
れ
で
裁
判
に

踏
み
切
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
情

も
あ
り
、
皆
様
の
ご
意
見
に
つ
い
て

十
分
な
自
信
が
持
て
な
か
っ
た
私
た

ち
を
勇
気
付
け
る
に
余
り
あ
る
も
の

で
あ
っ
た
。 

世
田
谷
で
も
環
境
破
壊
の
マ
ン
シ

ョ
ン
に
訴
訟
の
件
が
報
じ
ら
れ
て
い

る
。
私
た
ち
の
行
動
は
間
違
っ
て
は

い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

振
込
用
紙
に
書
い
て
い
た
だ
い
た

ご
意
見
の
一
部
を
紹
介
す
る
。 

 

常
盤
台
が 

東
京
都
の
「
お
し
ゃ
れ
な 

 

ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
の

指
定
地
区
に
内
定
！ 

ま
だ
都
か
ら
の
正
式
発
表
は

な
い
が
、
内
々
で
下
準
備
を

進
う
ね
ん
め
て
い
る
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 藤和マンション 板橋区建築審査会の口頭審問（２月２６日） 

？ 天空率の怪 
最近、建築物の高さについて、天空率という計算法を使う例が多いようです。魚眼レンズを反

転したような発想で、計算ソフトもあります。しかし、審査請求でもしない限り、計算書は手に

入りません。姉歯氏のようにインチキな入力で高さを割り出したとしても、素人には到底わかり

ません。紛争が起きるのは、殆どが高さの問題なのですから、説明会では天空率の計算書の提出

を義務付けるべきでしょう。私達は勿論、提出を求めましたが、なんと口頭審問当日の朝、提出

されたのです。 

？ 見放された板橋区 
建築確認を下ろしたのは日本建築センター。天下り機関として名高いそうです。開発審査会と

同様、藤和不動産はここにも参加人として入っていました。しかし、口頭審問の日、両者は欠席。

あたふた答弁したのは区の職員だけでした。 

？ お粗末な行政 
 区長が下した開発許可書には、この処分に不服のあるものは「東京都知事」に６ヶ月以内に異

議申し立てをするように書いてありました。ところが是は「板橋区長」の間違いであると、都か

ら板橋区に廻されたのです。板橋区はずっと間違った「教示」をしてきたことになります。もっ

とも行政不服審査を申し入れた区民は少ないのでしょう。それにしても区長の出した処分を区長

が審査するって変ではありませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

行
政
不
服
審
査 

改
善
な
る
か 

  

朝
日
新
聞
二
月
十
九
日
付
朝
刊
に
よ
る
と
、
行
政
が

行
っ
た
処
分
に
対
し
て
、
不
服
審
査
を
請
求
す
る
場
合
、

審
査
員
に
関
係
職
員
が
加
わ
っ
て
い
た
り
、
不
当
に
長

引
か
せ
て
い
た
り
、
公
正
な
判
断
が
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
現
状
を
反
省
し
、
二
年
後
の
改
正
案
が
国
会
に
提

出
さ
れ
る
と
い
う
。 

 

開
発
審
査
・
建
築
審
査
を
請
求
し
て
い
る
常
盤
台
住

民
に
と
っ
て
は
、
今
ま
さ
に
直
面
し
て
い
る
問
題
。 

こ
の
一
連
の
運
動
の
中
で
、
私
達
は
今
の
世
の
中
が
、

不
透
明
で
、
腐
敗
し
て
い
て
、
一
部
の
人
た
ち
だ
け
に

都
合
の
良
い
よ
う
に
廻
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
し

ま
っ
た
。
審
査
員
は
果
た
し
て
公
正
に
選
ば
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
良
心
的
な
審
査
員
が
い
る
と
し
て
も
、

多
数
決
で
は
無
効
と
な
る
よ
う
に
、
ア
リ
バ
イ
と
し
て

任
命
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
等
々
。 

せ
め
て
現
任
の
審
査
委
員
に
良
識
と
公
正
さ
を
求
め

た
い
と
思
う
。 

 

 

Ｃ
型
肝
炎
訴
訟
の
原
告
団
を
テ
レ
ビ
で
見
る
に
つ

け
、
過
酷
な
抗
議
運
動
を
病
気
の
身
で
必
死
に
続
け
な

け
れ
ば
、
こ
ん
な
に
当
た
り
前
の
こ
と
さ
え
、
こ
の
国

で
は
勝
ち
取
れ
な
い
と
言
う
現
実
に
呆
れ
て
し
ま
う
。 

 

私
達
の
訴
え
も
、
本
当
に
ム
シ
ロ
旗
を
立
て
、
座
り

込
み
を
し
、
数
で
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う

か
。
高
齢
者
の
多
い
私
達
に
は
無
理
な
こ
と
だ
。 

そ
れ
で
も
政
界
が
少
し
変
化
し
始
め
る
と
、
少
し
は

改
善
の
兆
し
が
あ
る
よ
う
だ
。
子
供
た
ち
が
夢
も
持
て

な
い
社
会
に
な
っ
て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
、
ウ
ミ
を
出
し
切

ら
な
い
と
・
・
・ 

                 



 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガードレールを考えよう ― 続 ― 
 

９５号裏面のガードレールにまつわる車のスピード制限についての投稿を読んで思いつい

たのですが、アメリカでは住宅街の道路に一定の間隔で凸凹を設けて、スピードを出しにくい

構造としているところが多くあります。 

大体時速１０－１５ｋｍ程度に落として通過しないと、ものすごい揺れを感じる構造です。（以

下ＵＲＬご参照）http://www.nippo-c.co.jp/tech_info/general/SG02045_g.html 
 

日本でも一部導入事例がある様ですが、こういうものを常盤台の住宅街に導入すれば、板橋

区としても住民に優しい行政として全国向けのニュースバリューもあり、まちづくり委員会と

しても協力してやれる事では無いでしょうか？ 
 

舗装のやり直しとなるので、費用はかなりかかるものと思われますが、舗装修復工事や地下

配管工事等と同時に徐々に導入する等、やりかたによっては上手く出来るのかなと思います。 
 

板橋区も、マンションを作って短期的に人口を増やして税の増収を狙うより、このように街

全体の付加価値を上げていけば、それに伴い自然と人口も増え、税収も豊かになっていくとい

った事に気付いて欲しいところですね。                   Ｓ・Ｓ 

定
例
会 

 

三
月
八
日
（
土
）
七
時 

 
 
 

 

一
・
二
丁
目
町
会
事
務
所 

 
 
 
 

   
 

 牛
尾
教
授
ゼ
ミ
研
修
勉
強
会 

の
お
知
ら
せ 

 

京
都
龍
谷
大
学
牛
尾
洋
也
教
授
の
ゼ
ミ
の
勉
強

会
が
、
中
央
図
書
館
地
下
の
視
聴
覚
室
で
行
わ
れ

ま
す
。 

 

時 

三
月
九
日
（
日
） 

所 

板
橋
区
立
中
央
図
書
館
視
聴
覚
室

（
常
盤
台
公
園
内
） 

（
午
前
中
、
街
歩
き
） 

 
 

一
時
半
～ 

第
一
部 

牛
尾
教
授
講
演 

龍
谷
大
学
法
学
部
学
生
発
表 

 
 
 

三
時
～ 

第
二
部 

タ
カ
ラ
レ
ー
ベ
ン
紛
争 

藤
和
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題 

景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

質
疑
応
答 

（
米
倉
弁
護
士
参
加
） 

五
時
終
了
、
の
予
定 

 

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

       

 
 

Ｙ
さ
ん
逝
く 

  

人
は
な
ん
で
こ
ん
な
に
あ
っ
け
な
く
あ

の
世
に
旅
立
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。 

二
月
十
三
日
早
朝
、
上
板
一
中
へ
の
通
学

路
を
掃
き
に
行
っ
た
Ｙ
さ
ん
は
、
突
然
箒
を

落
と
し
、
そ
の
上
に
倒
れ
こ
ん
で
し
ま
っ

た
。
救
急
車
で
運
ば
れ
た
が
、
も
う
意
識
は

戻
ら
な
か
っ
た
。 

特
に
寒
波
の
厳
し
か
っ
た
今
年
、
早
朝
の

作
業
が
、
八
十
七
歳
で
糖
尿
病
そ
の
他
の
故

障
を
抱
え
て
い
た
Ｙ
さ
ん
の
命
を
奪
う
こ

と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

目
立
た
ぬ
よ
う
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
Ｙ

さ
ん
の
奉
仕
活
動
と
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

も
括
れ
な
い
無
償
の
行
為
は
、
何
十
年
と
続

い
て
い
た
。
常
盤
台
の
五
つ
の
ク
ル
ド
サ
ッ

ク
の
一
つ
は
、
Ｙ
さ
ん
の
手
入
れ
で
い
つ
も

美
し
く
保
た
れ
、
全
国
紙
に
も
紹
介
さ
れ
た

の
だ
。 

会
え
ば
ど
ん
な
に
体
調
が
悪
く
て
も
滋

味
あ
ふ
れ
る
ユ
ー
モ
ア
で
私
達
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
た
。
そ
の
言
葉
は
、
人
生
の
深
み

を
感
じ
さ
せ
た
。 

り
ゅ
う
と
し
た
身
な
り
で
、
背
筋
を
の
ば

し
、
ス
テ
ッ
キ
を
つ
い
て
歩
い
て
い
た
Ｙ
さ

ん
は
、
私
達
の
誇
り
で
あ
り
、
人
生
の
師
で

あ
り
、
勲
章
を
ほ
し
が
っ
た
り
銅
像
な
ど
を

建
て
た
り
す
る
俗
物
と
は
、
生
き
て
い
た
と

き
も
死
後
に
お
い
て
も
無
縁
の
世
界
の
住

人
で
あ
る
。 

         

 

http://www.nippo-c.co.jp/tech_info/general/SG02045_g.html

